
 

 

 

 

人のせいに 

しない自分 五中だより 
第１５号 

令和３年２月１日 

調布市立第五中学校 

校長 生田目 将 

『リスペクト』 
校長 生田目将 

２度目の緊急事態宣言にも適切に対応し、五中生は活躍しています。３年生
は、先月下旬から高校入試が本格化し、２月１０日から２１日までは私立一般・
都立一次と各自が進路決定に真剣に向き合っていきます。2年生は３月の校外学
習に向けて準備を進める中、学校の新リーダーとして大活躍。委員会活動で、多
岐にわたりやる気を感じる活動が展開されています。教室前に掲示された書写か
らは心身ともに大きな成長も感じます。１年生も 2月 10日の市内校外学習を通
して、中学生ならではの自主的自立的活動を経験し、大きく成長しようとしてい
ます。 
話は変わりますが、２０１９年９月２５日、『ラグビーワールドカップ２０１９

日本大会（以下、ラグビーW杯）』１次リーグ D組、ウルグアイ vs フィジーの
試合前に目撃されたある光景が「素晴らしい」「涙が出そうになった」と多くの
感動を呼びました。内容は、“マスコットキッズに感謝の声”と称賛された少年
のことです。スポーツの試合では、『マスコットキッズ』と呼ばれる子どもたち
が、選手と共に手をつないでグラウンドに入場するシーンをよく見かけます。こ
の試合で選ばれた８歳の少年がウルグアイ代表と共に自らもウルグアイ国歌を歌
ったことで、一躍注目を浴びました。８歳の少年にとって、外国語の歌詞をすべ
て覚えることは決して容易なことではなかったでしょう。ウルグアイのガミナラ
主将は「ウルグアイ国歌を何も見ずに大きな声のスペイン語で一緒に歌ってくれ
たことに驚いた。何度も国際大会でプレーしてきたが、こんなサプライズは初め
ての経験で、最後に思わず腕を回して抱きしめてしまった。彼の歌声も今日の勝
利に向けて大きな後押しをしてくれた。試合前に大きな力をもらい、Ｗ杯で１６
年ぶりの勝利を手にできた。日本の皆さんにお礼を申し上げたい。」と語り、最
後は日本語で「ありがとう」と、感謝の言葉をお返しに残したそうです。 
ラグビーには、選手も観客もお互いに称え合う『リスペクト』の文化が強く根

付いています。今回、ウルグアイ国歌を歌った少年は、まさにラグビーにおける
リスペクトの精神を体現していたといえるのではないでしょうか。 
 感動を巻き起こした少年は、公募の 706人の中から選ばれたマスコットキッズ
69人のうちの一人です。少年は応募動画の中で「キャプテンや選手の名前を覚え
て楽しく観戦したいです。オーストラリアとウェールズの試合を見に行くので、
両チームの国歌を覚えて大きな声で歌いたいです」と宣言していたが、観戦しに
いく 2チームだけではなく、担当するウルグアイの国歌もしっかりとマスターし
“有言実行”の国歌斉唱でウルグアイ代表の勝利を後押ししました。 
今年の東京オリンピック・パラリンピックでも素敵な出来事がたくさん起こ

り、年齢に関係なく、『リスペクト』の気持ちが涵養し、子どもたちの心に１つ
でも多くのことがレガシーとして残ってほしいと願います。 

 
保護者・地域・関係諸機関の皆様へのお願い 
SDGｓ（ESD）・GIGA スクール構想を鑑み、ペーパーレス化や校務改善等の観点から、
本校の学校だよりの印刷物での配布は本号にて終了し、次号（３月号）よりデジタル配信
のみの形を施行いたします。ご理解ください。 
裏面のホームページ URLより閲覧くださいますことお願い申し上げます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                 東京都教育委員会の表彰をダブル受賞しました！ 
 
★令和 2年度東京都教育委員会職員表彰★ 
  安全教育の推進における教育について 

団体表彰 東京都調布市立第五中学校  
 

★令和２年度東京都教育委員会児童・生徒等表彰★ 
  環境美化活動や福祉活動、伝統・文化の継承活動、奉仕活動、地域社会における活動等

を継続的に実践するなど、社会の一員として社会のために貢献しようとした者 
調布市立第五中学校 ボランティアダンス部 
 

★新体操★ 
  東京都中学校新体操学年別新人大会 
   ボール 第４位 １B 横田 麗奈 
   ロープ 第６位 １C 福田 美智子 

〈学校住所・電話番号〉 

〒182-0035 調布市上石原３丁目２７番地１ 

電話  ０４２（４８４）１３１１ 

ホームページ URL  

https://www.chofu-schools.jp/chofu5/index.html# 

生徒が 

輝く学校 

GIGAスクール構想 
 本校では Chromebookの貸与を先週に終え、学習活動で使用して 
いく準備が進みました。各学級や各教科で学習活動をより充実させる 
ため、下記の校内利用規定のもと Chromebookの有効活用を目指し 
ていきます。 
 
調布市立第五中学校の生徒用 Chromebook(以下、クロムブック)利用規定の抜粋 
【概要・管理等】 
◎クロムブックは貸与品です。大切に使用してください。 
◎指示をされた特別な場合(行事・校外学習等)を除いて、通常の登校日は、必ずクロムブックを持参してください。
また、必ず、家に持ち帰り、学校に置いたままにしないでください。 

◎充電は、学校ではしないルールです。必ず、ご家庭で毎日行ってください。 
【使用方法】 
◎クロムブックは、学習のための機器です。ご家庭も含めて、学習以外の目的での使用は禁止します。 
◎インターネット閲覧は、午前７時から午後９時の間に行ってください。（午後９時～午前７時まで利用できません。） 
◎G suiteやミライシードは、使用時間の制限はありませんが、健康管理上、深夜早朝の使用は控えてください。 
◎貸与したクロムブック以外での、Gsuite、ミライシードへのログインは、セキュリティ等の観点から禁止です。 
◎ログイン用のパスワードは、推測しづらいものを使用し、 
定期的に変更して、他人には絶対に教えないでください。 
パスワードが、わからなくなった場合は、担任に報告してください。 
◎学校では、必ず教員の指示に従って使用し、それ以外は 
使用しないでください。 
＊登下校中も使用禁止です。 

◎許可なく録音・撮影等すること禁止です。また、許可を 
得て録音・撮影等する場合も、撮影等の相手の許可を得て 
から行ってください。 
◎授業中等に指示を受けた場合を除いて、生徒間での 
メッセージのやり取りや学習と関係のない使用や 
書き込み等は禁止です。 
◎他人の個人情報（映像・音声等を含む）や他人が 
傷つく内容の表示や 
書き込み、アップロード等は、絶対にしないでください。 

☆★２月の生徒指導の重点★☆ 
「輝く進路に向かって、進級に備えて、ステップアップできる学校を目指す。」 
 １ 自己を振り返り１年間の学習をまとめを行う。 
  (1)得意な教科と苦手な教科を再確認する。 
  (2)家庭学習の状況を振り返り、今後の課題を明確にする。 
 ２  係や委員会活動について再点検する。 
 ３  自己の健康を管理し、健康的な生活を送る。 

PTAから贈り物 
CO2マネージャー 

という二酸化炭素や 

温度・湿度を測定する 

機器を各教室や特別教室用へ 30 台寄

付していただきました。感染症予防に重要

な換気のタイミングをはかることなどにとても

重宝しています。ありがとうございます。 


